
 

第５学年＊組 算数科学習指導案 

指導者  上田 裕介 

Ｒ５研修センター長期研修 

１ 単元名  割合 

 

２ 本単元の目標 

(1) ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に、割合を用い

る場合があることや、割合を百分率や歩合で表す方法を理解し、割合を求めたり

比較量や基準量を求めたりすることができる。       （知識及び技能） 

(2) 数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある二つの数量の関係と別の二つ

の数量の関係との比べ方を考えることができる。また、割合、比較量、基準量の

関係に着目し、問題解決の方法を見いだすことができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

(3) 割合を用いて比べるよさに気付いて学習や生活に活用し、自らの学習を調整し

ようとしている。              （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①ある二つの数量の関係と別

の二つの数量の関係とを比

べる場合に、割合がいつで

も変わらない場合は割合を

用いて比べられることを知

り、割合を用いて比べるこ

とができる。 

知②百分率の意味について理解

し、百分率を用いて表すこ

とができる。 

知③比較量と基準量から割合を

求めたり、基準量と割合か

ら比較量を求めたり、比較

量と割合から基準量を求め

たりすることができる。 

思①日常の事象におけ

る数量の関係に着

目し、図や式など

を用いて、ある二

つの数量の関係と

別の二つの数量の

関係との比べ方を

考察し、場面に合

った比べ方を判断

している。 

思②日常生活の問題を

割合を活用して解

決している。 

態①割合を用いて比べる

よさに気付いて学習

や生活に活用し、自

らの学習を調整しよ

うとしている。 

 

４ 単元について 

 (1) 教材観 

本単元は、学習指導要領解説算数編（平成 29 年７月）「内容Ｃ(3)割合」に位

置付けられている。これまでに第１学年から、割合に関する素地的内容や意味に

ついて積み上げてきている。また、第４学年では、簡単な場合について、ある二

つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があ

ることを知るとともに、日常の事象において、二つの数量の関係に着目し、図や

式などを用いて、二つの数量の関係同士の比べ方を考察することを学習してきて



 

いる。本単元では、割合が小数で表される場合に考察の対象を広げ、ある二つの

数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があるこ

とや百分率について理解するとともに、二つの数量の関係に着目し、図や式など

を用いて、二つの数量の関係同士の比べ方を考察し、日常生活に生かす力を伸ば

していくことをねらいとしている。また、割合を用いて比べるよさを感じて学習

や生活に生かそうとする態度とともに、考察の方法や結果を批判的に振り返り、

よりよく問題解決する態度を養っていく。本単元の学習は、第６学年の比、中学

校における「数と式」領域や「関数」領域などの考察、中学校の理科における考

察に生かされるものである。 

(2) 児童観 

   本学級に行った算数の学習に関する調査（令和５年＊月＊日実施、第５学年＊

組＊人）では、「算数の学習に進んで取り組んでいる。」と肯定的な回答をした

児童は＊人であった。否定的な回答をした児童の理由の中には、「不思議だと思

ったことを調べられる機会がない。」「算数では自分で計画を立てて実行できる

場面がない。」などの記述があった。これまで、児童が計画を立てて自ら問題解

決をする機会が少なかったのでないかと考える。数学のよさへの気付きに関する

実態調査（令和５年＊月＊日実施、第５学年＊組＊人）では、「単位量あたりの

大きさ」の学習後に「分かったこと」や「学習したことがどんなことに使えそう

か」という視点で行った振り返りの記述において、単位量当たりの大きさを用い

て比べることのよさに気付き、学習したことを日常生活に活用しようとしている

児童は、＊人であった。このことから、主体的に学習に取り組む態度を高めるに

は、数学のよさに気付いて学習や生活に活用したり、児童一人一人が学習計画を

立て課題解決したりする経験が十分ではなかったと考える。そこで、本単元では、

割合を用いて比べるよさに気付き、児童が自らの学習を調整しながら主体的に学

習に取り組む態度を高めていきたい。 

 (3) 指導観 

   本単元では自由進度学習を取り入れ、割合を用いて比べるよさに気付き、児童

が自らの学習を調整しながら、主体的に学習に取り組む態度を高めていく。自由

進度学習を進める上で、児童が数学的な見方・考え方を働かせていくことが大切

だと考える。そのため、自由進度学習を始める前に、全体で割合の考えを理解す

る学習を取り入れる。ここでは、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係

とを比べる際、基準となる量を１とみて、他方を数値化することを確認する。そ

の中で、何を基準とするのかということに着目できるようにする。また、単位量

当たりの大きさの考え方との違いを捉えるために、式の意味や商の意味を図で表

し、割合の考え方は包含除の考え方と同じであることに気付かせていく。さらに、

公倍数の考え方と割合の考え方を比較することで、割合を用いると多くの事象を

比較するのに便利であることに気付かせていく。全体で割合の概念について理解

する学習を行った後に、自由進度学習を取り入れる。まず、もっと学びたいとい

う児童の思いを基に解決したい課題について全体で話し合い、課題設定を行う。

その際、単元の終末に「割合マスタースライド」を作成する活動を設けていく。



 

自由進度学習を行うに当たり、ガイダンスを全体で行う。次に、個人の学習計画

を立てていく。「学習計画」は、プレゼンテーションソフトを用いて、児童がい

つでも計画を修正できるようにする。そして、学習計画を実行する場面では、あ

る二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる際、基準となる量を１と

みて、他方を数値化することで計算（処理）しやすく、伝えやすくなることに気

付かせたい。そのため、片桐重男が『数学的な考え方の具体化と指導』の中でま

とめた数学的な態度の発問や、盛山隆雄が『思考と表現を深める算数の発問』の

中でまとめた定番の発問を基に作成した「学習の進め方」を児童に提示する。

「学習の進め方」では、うまくいかなかった解決方法を振り返って修正したり、

よりよい解決方法を求めようとしたりできるように児童が自分自身に問いかける

言葉を示す。また、学習する場所や一緒に考える相手も自分で判断して選択でき

るようにする。電子黒板には、誰がどの課題に取り組んでいるのか分かるように

示し、同じ課題に取り組んでいる児童と意見共有をしやすくする。課題解決に困

っている児童には、個別に支援したり、協働的な学びを促したりする。「学習カ

ード」では、各課題の内容を示す。各課題に対応したＡＩドリルの問題を示すこ

とで、課題を解決した児童が自らの学習状況を把握して、学習を調整できるよう

にしていく。さらに、「振り返りシート」では、「分かったこと」「便利だと思

ったこと」「次に考えたいこと」「学習したことがどんなことに使えそうか」の

視点で振り返りができるようにし、学習の進め方を自ら調整できるようにする。

また、児童が見いだした新たな課題や疑問を全体で共有し話し合う中で、学習意

欲の喚起や学習内容の深い理解につなげていく。ＩＣＴを活用することで教師が

児童一人一人の学習状況を把握し、効果的な支援を行えるようにする。 

 

５ 単元の指導計画（10時間扱い）○は指導に生かす評価、◎は記録に残す評価場面 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

 

目標：割合の考えを理解す

る。 

 

 

 

 

 

・どのチームの成績がよいの

か話し合い、課題を設定す

る。 

 

 

 

・自力解決を図り、グループ

で意見の交流を行う。 

・全体で考えを共有し、課題

解決を図る。 

〈単位量あたりの考え〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差の見方に着目した場合は、

ＡチームとＤチームを比較

し、差での見方の妥当性につ

いて話し合い、矛盾に気付く

ようにする。 

・容易に比較できるＡ、Ｂチー

ムに着目することで、２倍や
１

２
を手がかりに、試合した数

と勝った数どちらを基準にし

ているかに気付けるようにす

る。 

 

・公倍数の考え方は、比例関係

にあることを前提に考えてい

ることを確認する。 

・式の意味を数直線に表すこと

で、単位量当たりの考えと倍



 

【Cチームの数直線と商の意味の図】 

 

 

 

 

〈倍（割合）の考え〉 

【Cチームの数直線と商の意味の図】 

 

 

 

 

・試合した数と勝った数を表

にまとめ、気付いたことを

話し合う。 

【Cチームの表】 
 

  

 

 

 

 

 

 

・適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

・振り返りを振り返りシート

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

（割合）の考えの違いを捉え

られるようにしていく。 

・商の意味を図に表すことで、

単位量当たりの考えは、等分

除の考え方、倍は包含除の考

え方と同じことに気付けるよ

うにする。 

 

 

 

 

・試合した数を基準とすると

Ｃ、Ｄチームはいつでも基準

の0.7倍や 0.75倍勝つ関係で

あることに気付けるように

し、割合が一定であれば、基

準量が変化しても比較量が決

まることに気付かせたい。 

・公倍数の考え方と比較するこ

とで、割合を用いるとたくさ

んのチームの成績を比較する

のに便利であるというよさに

気付けるようにする。 

知①：一方から見れば半分や２

倍になる数に変更したも

のを示して比較量と基準

量を捉えやすくし、その

考え方を基に割合を用い

て比べられるようにす

る。    【ノート】 

態①：割合を用いるとたくさん

のチームの成績を比較す

るのに便利であるという

よさを板書に残す こと

で、割合を生活や学習に

活用できないかと考えら

れるようにする。 

【振り返りシート】 

２ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標：課題を設定し、個人の

学習計画を立てること

ができる。 

１ 見付けてきた割合を共有

する。 

・天気予報で降水確率○％ 

・スーパーの３割引シール 

・サッカーのデータで見る％ 

・10％増量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常の中から割合を見付ける

活動を行うことで、割合の学

習と生活を結び付けて考えら

れるようにする。 

・割合を使って表現されている

事象を写真や言葉でJamboard

に集約し、全体で共有する。 

・児童があまり事象を見付けて

こられなかった場合は、予め

用意した事象を貼り付ける。 

⼀試合あたり

0.7回勝つ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広告にある70％引き。レジ

にてさらに40％引き。 

 

２ 疑問や考えたいことにつ

いて話し合い、課題を設定

する。 

・％って何？→百分率。 

・３割引ってどういうことだ

ろう。→割は歩合。 

・百分率とか歩合って何？ 

・70％引き。さらに40％引き

ってどうやって計算する

のだろう。 

３ 単元を通して身に付けた

い力について話し合い、課

題を設定する。 

・割合の問題が解けるように

なりたい。 

・分かりやすく説明できるよ

うになりたい。 

・割合マスタースライドを作

ろう。 

・比べる量やもとにする量の

求め方を学習したい。 

・割引後の値段や割引前の値

段の求め方も知りたい。 

 

 

 

４ 学習計画を立てる。 

〈必ず解決する課題〉 

①百分率や歩合とは何だろう

か。 

②比べる量はどのように求め

るのか。 

③もとにする量はどのように

求めるのか。 

④割引後の値段はどのように

求めるのか。 

⑤割引前の値段はどのように

求めるのか。 

５ 次時からの自由進度学習

の進め方について確認す

る。 

〈授業の進め方〉 

①問題を解く（理由を書く） 

②考えを伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「百分率」「歩合」について

知っている児童には自由に発

言させる。そこから他の児童

のもっと学びたいという思い

を基に課題を設定していく。 

・「 70％引き。さらに 40％引

き」などの 100％を越える事

象を提示し、解決したいとい

う児童の思いから課題を設定

していく。 

・分かりやすく説明できるよう

になりたいという思いから、

「割合マスタースライドを作

る」という単元のゴールの設

定をする。 

・割合マスタースライドを作る

ために多くのことを知りたい

という思いから、教科書から

学ぶ必要性に気付かせたい。 

・教科書から学習すべき内容を

確認し、課題を設定する。 

 

 

・自由進度学習を行うために、

個人の学習計画を作成するこ

とを確認する。 

・個人の学習計画を学習支援ソ

フトで配布し、一人一人が自

分の計画を立てられるように

する。 

態①：全体で設定した課題につ

いて、電子黒板に示した

話合いの結果や教科書を

参考にしながら自らの学

習計画を立て、問題解決

の過程を児童自らが遂行

していけるようにする。 

【学習計画】 

・ガイダンス資料を学習支援ソ

フトで配布し、児童がいつで

も確認できるようにする。 

・課題解決する方法は自由であ

り、いつでも、誰とでも、ど

んな方法でも構わないことを

確認する。 

課題 

個人の学習計画を立てよう。 



 

③大切な考え（共通点）を見

付ける。 

④大切な考えを学習支援ソフ

トに書く。 

⑤振り返る。 

⑥計画を見直す。 

⑦AIドリルでチェックする。

（理解度を確かめる） 

・学習計画や振り返りシートの

グットモデルを示し、課題解

決の過程を振り返って自らの

学習計画を見直していくこと

への見通しがもてるようにす

る。 

・自由進度学習を進める際は、

うまくいかなかった解決方法

を振り返って修正したり、さ

らによい解決方法を求めよう

としたり、友達に説明するこ

とを念頭に置いて説明を書き

加えたりするように伝える。 

３ ４ 

５ 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標①：割合を百分率や歩合で表

す方法を理解し、割合を

求めたり、比較量や基準

量を求めたりすることが

できる。 

目標②：日常の事象における数量

の関係に着目し、図や式

などを用いて、ある二つ

の数量の関係と別の二つ

の数量の関係との比べ方

を考察し、場面に合った

比べ方を判断できる。 

 

１ 自分の学習計画を実行す

る。 
 

 

 

 

 

 

〈①百分率や歩合〉 

・百分率とは、基準量を 100

とした時の割合の表し方。

割合を表す数0.01は1％。 

・歩合とは、割合を表す数

0.1は１割と表す表し方。

0.01を１分、 0.001を１厘

と表す。 

〈②比較量の求め方〉 

・百分率で表している割合を

小数で表してから考える。 

・450mLの0.2倍だから 

450×0.2＝90 90 mL 

〈③基準量の求め方〉 

・百分率で表している割合を

小数で表してから考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各課題の学習カードは、学習

支援ソフトで配布し、いつで

も確認できるようにする。 

・自由進度学習を行う際は、誰

がどの課題に取り組んでいる

かを電子黒板に示し、児童が

確認できるようにする。 

・児童が見いだした新たな課題

や疑問を全体で共有して話し

合い、学習意欲の喚起や学習

内容の深い理解につなげてい

く。 

・「学習の進め方」を参考にし

ながら、課題解決を図ってい

けるようにする。 

・何に取り組んだらいいのか迷

っている児童には、自分の学

習計画を確認し、解決したい

課題を選択するように促す。 

・友達に説明することを念頭に

置いて、自分の考えが相手に

伝わるように説明を書くこと

を確認する。 

 

 

 

 

・比較量や基準量を捉えること

ができていない児童には、数

直線に表して考えてみること

を促していく。 

思①：自力で数直線を書くこと

が困難な児童には、比較

量や基準量、割合を一緒

に確認しながら数直線を



 

・〜の1.2倍は84kgだから、 

 □×1.2＝84 

    □＝84÷1.2 

＝70   70kg 

〈④割引後の値段の求め方〉 

・20％引は20％分安くなるこ

とだから、 

 800×0.2＝160 

 160円値引きされるから 

 800－160＝640  640円 

・ 20％引きは、１－ 0.2倍だ

から 

800×（１－0.2）＝640 640円 

〈⑤割引前の値段の求め方〉 

・〜の（１－0.4）倍は900円

だから 

□×（１－0.4）＝900 

□×0.6＝900 

□＝900÷0.6 

□＝1500     1500円 

 

 

 

 

２ 考えを伝え合う、共通す

る大切な考えを見いだす。 

〈百分率や歩合〉 

・百分率は、基準量を 100と

した時の割合の表し方で、

歩合は、基準量を10とした

とき１割と表す表し方。 

 

 

 

 

〈比較量の求め方〉 

・百分率で表している割合を

小数で表してから考える。 

・450mLの0.2倍だから 

450×0.2＝90 90mL 

つまり、 

比較量＝基準量×割合  

〈基準量の求め方〉 

・〜の1.2倍は84kgだから、 

 □×1.2＝84 

    □＝84÷1.2＝70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

作り上げていくことで、

場面に合った比べ方を判

断できるようにする。 

【ノート】 

・課題解決が進まない児童に対

しては、数直線を基に何を基

準とするのかを捉え、「〜の

○倍は…」と考えるように促

す。また、課題解決に困って

いる児童には個別の支援をし

たり、解決が図れた児童を伝

え協働的な学びを支援したり

する。 

・百分率や歩合のまま計算して

いる児童には、百分率の意味

を確認し、百分率や歩合を小

数に表し直す必要があること

に気付けるようにする。 

・比較量や基準量を捉えること

ができたが、基準量を求める

方法に悩んでいる児童には、

これまでに学習した式の基準

量を□として考えることがで

きないか促してみる。  

・自分の考えがもてた人から、

意見の交流を図り、考えの妥

当性や共通点について考えて

いくように伝える。 

態①：割合と歩合の整数による

表現に着目することで、

割合を百分率や歩合で表

すと伝えやすいというよ

さに気付けるようにす

る。 

【ノート、学習計画、振

り返りシート】 

・比較量や基準量の求め方の共

通点を話し合う中で、一般化

を図れるように促す。 

態①：比較量＝□×割合と考え

ることで基準量を求めて

いけることから、学習し

たことを生活や学習に活

用できないかと考えられ

るようにする。 

【ノート、学習計画、振

り返りシート】 



 

つまり、比較量＝□×割合

と考えて、基準量を求めて

いけばいい。  

〈割引後の値段の求め方〉 

・20％引は20％分安くなるこ

とだから割合を (１－ 0.2)

として考えればいい。 

〈割引前の値段の求め方〉 

・40％引は40％分安くなるこ

とだから割合を (１－ 0.4)

として考えればいいので、

割引後の値段の求め方と考

え方は似ている。 

 

 

・共通する大切な考えを見い

だし、学習支援ソフトに書

き込む。 

 

 

 

 

 

 

３ 課題解決の過程を振り返

って、学習計画の見直しを

行う。 

・「振り返りシート」に本時

の学習の振り返りを行う。 

・「学習計画」を見直し、修

正があれば加えていく。 

４ AIドリルに取り組む。 

・「学習カード」を参考にし

ながら、各課題に対応した

問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  
 
 
 
 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

○ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

態①：解決方法を振り返って修

正したり、よりよい解決

方法を求めようとしたり

している児童の姿を紹介

することで、自らの課題

解決の過程を振り返って

学習計画を見直していけ

るようにする。 

【ノート、観察、振り返

りシート、学習計画】 

思①：【ノート、発言】 

思②：比較量や基準量、割合の

関係を数直線に表し捉え

ることで、日常生活の問

題を割合を活用して解決

できるようにする。 

   【ノート】 

・各自が見いだした共通する大

切な考えをノートにも記載し

ておくことを確認する。その

際に、学習支援ソフトに書き

込まれた内容を確認し、他の

人がどのようなことを考えて

いるのかを参考にしてまとめ

るように声掛けをする。 

 

・学習を通して分かったこと、

便利だと思ったこと、次に考

えたいこと、学習したことが

どんなことに使えそうかの視

点で振り返りをできるように

する。  

 

知②：百分率は100を基準とし

ていることや歩合は10を

基準としていることを確

認しながら解決できるよ

うにする。【AIドリル】 

知③：何を基準にしているのか

を捉え「〜の○倍は…」

と考えて解決できるよう

にする。 【AIドリル】 

態①：【学習計画、振り返りシ

ート、ノート、観察】 

４ ８ 

９ 

 

 

 

   
 
 
 
 

 

 

 



 

・大切な思った考えや割合を

用いて比べるよさについて

話し合う。 

・割合マスタースライドを作

成する。 

 

 

 

・振り返りを行う。 

 
 
 
 
 
 
 

◎ 

・大切な考えや割合を用いて比

べるよさについて全体で確認

し、それらを取り入れた「割

合マスタースライド」を作成

できるようにする。 

 

 

 

態①：【学習計画、振り返りシ

ート】 

1 0 １ たしかめ問題を行う。 ◎   

◎ 

 知①②③：【ノート】 

思②：【ノート】 

 


